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日理工通信 
第１４号 

 
     大暑の候、会員の皆様にはご健勝のこととお喜び申し上げます。健康管理に留意して、残暑を乗り切りたいと思います。日理工 

通信 14 号をお届けしますのでご覧ください。 

 

会長ご挨拶 

2025 年盛夏の候 暑中お見舞い申し上げます。 

本年は日本列島に異変！灼熱の北海道、沖縄は避暑地、各地で熱中症相次ぐ物価高騰、アメリカ      

トランプ関税、米高騰から随意契約で安価にスピード販売、刃物での殺傷事件の多発、参議院選挙など

上半期に話題は尽きず、働き方改革に人件費高騰で小規模事業者・中小企業は事業運営に UPUP、

アメリカ・トランプ関税による日本の基幹産業に経済的な影響が大きくなると、個人生活もさらに厳しくなり社

会活動も盛り上がらないと予測されています。 

日理工・鍼灸部会の周年事業である学会付設展示会 「第 74 回全日本鍼灸学会・名古屋大会」 は関

係者の努力により宮城県仙台大会に続き盛況でした。一方、日本柔道整復師会第４５回関東学術大

会栃木大会は、コロナ禍前と比べて出展社は減少し、若い方々の参加が少なくなりました。展示場に来場

された方に、抽選会・景品贈呈を実施しましたが、全体的に活況とまでは言えませんでした。 

7 月 29 日 日本柔道整復師会館にて、長尾会長、竹藤副会長、徳山理事/学術教育部長、金子理事/学術教育部担当、日理工から

甲斐、大島、桑原、高口で双方の未来繁栄に繋がる意見交換会を行い、受療者の拡大、保険対象外の収入を得るための施策、医療機

器・用品の消費に繋がるセミナー、ワークショップの開催などについて、会議を重ねることに合意しました。日理工としては、健康維持、促進に

ついての相談ができる、身近な養生所である鍼灸院、整骨院として業団体とともにメディアなどを活用し認知度を上げて、受療者の拡大に

微力ながら貢献したく思います。  残暑厳しき折、皆様のご健勝をお祈り申し上げます。 

 

部会長ご挨拶 

暑中お見舞い申し上げます。 異常な猛暑ですが、いかがお過ごしでしょうか。日理工を取り巻く環境も年々厳し

くなって来ております。 社団近畿学術兵庫大会への付設展示も、10 月 26 日神戸市神戸駅前研修センターにて

行われます。多数ご参加をお願いいたします。 今後、日理工として会員各位のメリットは何かを考えてゆかなければ

なりません。①メーカーさんよりの新商品情報であり、それを使用しての治療法等の情報です。②講演会やセミナーを

開催し、柔整師・鍼灸師・マッサージ師・介護関係等来場者に、直接機器等を試していただける機会を開催し幅広

く販路を広げる情報を提供する。③複雑化する労使関係の相談窓口として、田辺社会保険労務士と顧問契約を

致しました。毎月ホームページ上に労務関係のコラムを掲載していただいておりますので、ご覧になってください。細かい

ことでも、是非ご相談ください。④行政機関よりの情報・通達等と思います。今後の対応は、日理工ホームページを活

用し、広く柔整・鍼灸施設へ発信してまいります。 会員相互の情報交換システムを設け、メーカーより新商品の情報

を優先的に日理工会員に公開し、会員はユーザーへいち早くご案内ができるようにする。 又、ユーザーへも会員各社の情報も発信できるよう

に、IT/電子化推進 WG にお願いしました。近日中に公開できるように準備していただいております。情報の日理工としてまいりたいと思います。

ご協力をお願い申し上げます。 

 

委員長ご挨拶

本年度、財務委員長を務めております星野です。日理工も会員数の減少に伴う会費収入の減少や、また展示出店業者の減少に伴う 

展示収入の減少により、財政も厳しい状況が続いております。 日理工としても展示会だけではなく、会員企業に対して情報発信や 

各種セミナーを通して、日理工に所属していることにメリットを感じていただけるように活動していきたいと思います。そして、各種 

事業から日理工の魅力を上げるのはもちろんのこと、所属している会員企業 同士の懇親も深める事業も行い、横の繋がり 

も強めていければと考えています。 今後ともどうぞ宜しくお願い致します。 

財務委員長（ホシノ医療器株式会社 代表取締役）星野 圭祐 

 進化する伝統医療とともに、次世代へ継承する日理工 

JAPAN ASSOCIATION OF PHYSICAL THERAPY INDUSTRIES 
 

   

 
 

日本理学療法器材工業会 会長 
タカチホメディカル株式会社  

代表取締役 甲斐 新一 

関西部会長 

有限会社ジョーショウ企画     

代表取締役 吉井 洋

一郎 
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委員長ご挨拶

残暑お見舞い申し上げます。昨年度より IT／電子化推進を担当しております桑原です。 

昨年度は日理工の IT 推進事業として 日理工 HP の一新、公益社団法人日本柔道整復師会関東学術大会栃木大会の HP

及び公式 LINE の作成及び運営を行いました。 

今年度も引続き、公益社団法人日本柔道整復師会近畿学術大会兵庫大会・公益社団法人日本柔道整復師会関東学術大

会埼玉大会の HP 及び公式 LINE の作成及び運営を行って参ります。 

柔整業界 IT 化等の流れとして下記の予定がされております。 

・マイナ保険証とレセコンの API 連携※(今年度) 

・旧保険証の廃止(令和 7 年 12 月) 

・療養費オンライン請求（令和 13 年度予定） 

IT／電子化推進担当として情報収集発信に努めてまいりますのでよろしくお願いいたします。 

※API 連携によりマイナポータルとレセコンが連動するようになります。医療ではカルテや投薬などの情報が連携されま

すが、柔整では簡易式なのでカルテの共有はされません。マイナ保険証が診察券の代わりになるのがメリットです。 

未来構想委員会 IT/電子化推進ＷＧ（株式会社デジットシステム 代表取締役）桑原 道博 

 

 

 
第 74 回(公社) 全日本鍼灸学会学術大会名古屋大会（ウインクあいち 6F 展示場）日理工付設展示  

会期：2025/5/30(金)～6/1(日)     
              

      

学会来場者数 2,000 名   出展者 31 社（41 コマ）広告 12 ページ 

 

日理工鍼灸部会総会・OMFES 設立合同懇親会（ウインクあいち 11F）開催 

日時 5/30(金)18:00～出席者 32 名） 

日理工鍼灸部会総会・懇親会において、

東洋医学未来推進協会(OMFES)設立と

合同で懇親会を開催いたしました。  

今回 全日本鍼灸学会学術大会の来場者は 2,000 名で盛大に盛り上がったと実感

しております。 多くの方々が展示会場へも足を運んでくださり、心より感謝申し上   

げます。（写真左 鍼灸部会総会にて甲斐会長登壇） 

                            日理工鍼灸部会長 松本 修 

 

 
学会付設展示・部会活動報告 
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日理工関西部会総会・研修会・懇親会開催 

日時：5/16(金)17 時～ 会場：江坂サニーストンホテル  

関西部会総会と懇親会が開催されました。また、田辺社会保険労務士事務所 

様を講師に労務管理 「いま起きていることから予測する労務の世界」 研修会が 

実施されました（写真右） 

 

日理工メディカルフェア IN 宇都宮（栃木県総合文化センター第 4 展示場） 

（日本柔道整復師会 第 45 回関東学術大会栃木大会） 

会期：3/9(日) 出展者 17 社（22 コマ） 広告 11 ページ  

学術大会来場者数約 500 名。来場者の増加に加えて、分科会と昼食会場が、隣接していたこともあり、展示会場に多くの先生が  

来場されました。くじ引き抽選会も好評でした。 

   
 

日理工関東部会総会・研修会・懇親会開催 

日時：5/9(金)16 時～  会場：文京区民センター会議室 A  

会員 31 社中、出席 9 社、委任状 11 社、合計 20 社により、総会は 有効に成

立しました。議案審議を行い、全議案とも原案通り承認されました。総会の後、『いま

起きていることから予測する労務の世界』 と題して、当会顧問の田辺社会保険労務

士事務所の田辺芳忠様にご講演をいただきました。講演ではパワハラやセクハラ、カス

ハラ等の事例紹介の後、「就業規則を アップデートして終わりではなく、正しく運用さ

れているかが大事であり、問題になる前に社労士に相談してほしい。特に中小企業で

は、社員に成長実感をどうもってもらうかが重要である」 などと強調されました。講演会

終了後には、講師も交えて懇親会を開催し、会員交流を行いました。 

 

 

第 45 期日理工通常総会・懇親会開催 

日時：5/23(金)16 時～  会場：文京シビックセンター会議室２  

対面と ZOOM を利用して総会を開催しました。会員５８社中、出席１４社、委

任状１７社、合計３１社により、総会は有効に成立しました。 

議案では令和 6 年度事業報告・同収支決算、令和 7 年度事業計画・同収支予

算、定款の一部変更が審議され、全議案とも原案通り承認されました。 挨拶に立っ

た甲斐会長は、日本国も国際社会も大きく変化しているが、柔整・鍼灸業界も歴史

的な変遷の時代である。会員企業の皆様と力を合わせて、1. 魅力ある日理工･･･

若い人達が集う、新時代に沿った改革、2. メディアを活用した展示改革、3. 関係学

会・各団体との交流を」と強調しました。 

 

 
学会付設展示・部会活動報告 
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第２回関東部会セミナー 

日時：７/２３(水)１７時～ 会場：伊藤超短波株式会社本社 会議室 

テーマ  『あはき柔整での広告ガイドライン』 講師：西崎 斉 様（請求団体顧問） 

会場１１名、ウエビナー１０名以上のご参加を得てセミナーを開催しました。 

講師の西崎様は、療養費のスペシャリストとして著名な方で、原稿なしで２時間の熱弁に、

時間を忘れて聞き入りました。 講演では、①今回の広告ガイドラインは、ルール改正ではなく

考え方をまとめたものです（技術的助言）が、次回はこれを基本にルール改正になると理解

すべきであること。 ②広告の規制は、優良誤認表示の禁止などを定めた『景品表示法』を 

守った上で、今回のガイドラインを守ることが必要で あること。③特定性・誘引性・認知性の 

全てを満たすと『広告』としてガイドラインに抵触することを踏まえた上で、ガイドラインのうち、

『院名』や『複合形態』 といった主な項目について解説がありました。「あはき」と「柔

整」など異なる治療形態を広告する場合は、ページや線で明確に区分することが重

要であることや、保健所から院に指導があった場合は、専門職等に相談することが重

要で、放置すると改善命令→罰金と処分の段階が上がり、受領委任払いの中止

や、資格の免停につながる恐れがあることなど、具体的に分かりやすく解説していただ

きました。 講演会終了後には、講師も交えて懇親会を開催し、会員交流を行いま

した。会場提供・運営・ウェビナー配信と全てにご尽力いただきました伊藤超短波株

式会社様と講師の西崎様、株式会社 MINUTES 仁藤様に、紙面を借りて心より

御礼申し上げます。 

  
 

  

《 会 員 情 報 》 

日本ライトサービス㈱ 社屋移転のお知らせ。 日本ライトサービス株式会社は、6 月 2 日に本社を下記に移転しました。 

  新住所：〒113－0033 東京都文京区本郷 2-3-9 ツインビュー御茶の水 2 階 

  TEL：03－3815－2335（代表） FAX：03－3818－6843 ※電話番号・FAX 番号に変更はございません。 

 

伊藤超短波株式会社は、2025 年 5 月 1 日に干渉電流型低周波治療器 「エスミス ES‑8201」 発売しました。    

この度発売された 「エスミス ES‑8201」 は 「立体動態波🄬」 「3D EMS」「3D MENS」の 3 つの３D 治療モードを搭載。 その中でも

「立体動態波🄬」は、6 点の電極から流れる電流が 3 次元的に干渉することで、通常では届きにくい生体深部の筋や神経にアプローチ

することができる電流として、伊藤超短波の独自開発により誕生した。 その誕生から 20

年近くを経た現在も治療現場での信頼は厚い。 また、4 つの導子の間で自動的に通電

ポイントが切り替わる「回転モード」や、経皮的吸引と電気刺激を同時に行うことができる

「3Ｄリリースプローブ」。反応の悪い神経や筋に対して不快感なく出力が上げられる「マル

チバースト」波形（特許取得）など、治療の幅を広げる多彩なアプローチが魅力。整形

外科、接骨院をはじめ、スポーツ、リハビリ、介護など幅広い領域で 治療品質と効率を

高める一台として、注目の製品です。 

 
学会付設展示・部会活動報告 
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オージー技研株式会社～ EXPO2025 大阪・関西万博へ Physibo Walk を出展。 

オージー技研株式会社は、厚生労働省の採択を受け、大阪・関西万博「健康とウェルビーイング ウィーク」に歩行アシスト機器

「Physibo Walk（フィジボウォーク）」を出展しました。 

企画名称：健康とウェルビーイング ウィーク「HEALTH DESIGN 輝き、生きる。Live Brighter」 

            https://theme‑weeks.expo2025.or.jp/program/detail/66ed4d08cef82.html 

出展期間：2025 年 6 月 21 日（土）～6 月 29 日（日） 

企    画：厚生労働省、経済産業省、JETRO 

出展製品：Physibo Walk  https://og‑wellness.jp/product/rehabilitation/gh3000 

本企画は、テクノロジーの力で介護人材の負担軽減やケアの質向上を目的とした展示で、

全国から 8 事業者が採択されたものです。  

出展した Physibo Walk は、ICT とロボット技術を活用し、歩行をサポートします。 

会期中は、国内外から多くのお客様が来場。500 名 

以上の方に体験していただき、「歩行に困難を抱えてい

た自分の子供に使ってあげたかった。今後に期待する。」

や「個人でも使えるようになると良い。」 との声も寄せられ

ました。 今後も弊社は、生涯現役社会の実現を支える

機器開発を通し、理学療法・介護現場の課題解決に

貢献してまいります。 

 

 

 

《２０２５年度 展示会スケジュール》  

柔整・鍼灸学術大会 開催予定（日理工・展示会担当予定分） 

※ご出展のご予定お申込みよろしくお願いいたします。 

学術大会名 開催予定日 会場 

第 46 回(公社)東洋療法学校協会学術大会 9 月 30 日(火) 北とぴあ（東京都北区） 

(公社)日本鍼灸師会 

第 20 回全国大会 in 茨城 

10 月 4 日(土)、5 日(日) つくば国際会議場 

（茨城県つくば市） 

(公社)日本柔道整復師会 

第 48 回近畿学術大会 兵庫大会 

10 月 25 日(土)、26 日(日) 神戸駅前研修センター 

（兵庫県神戸市） 

(公社)日本柔道整復師会 

第 46 回関東学術大会 埼玉大会 

2026年3月7日(土)、8日(日) 大宮ソニックシティ 

（埼玉県さいたま市） 

 

 

日理工ホームページがリニューアル  https://nichiriko.com/ 

   日理工のホームページがリニューアルして、とても見やすくなりました。 

トップページのお知らせには、コラムや会員情報などを掲載します。今後さらに内容を充実させていきますので、 

ぜひ継続してご覧ください。（日理工と検索してください） 

 

https://nichiriko.com/
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募 集 ！！ 

広報委員会では会員の皆様からの投稿を募集しております。業界に関すること、商品に関すること、会社に関すこと等 

お気軽にご連絡下さい。また、日理工通信にどのような内容の記事を掲載してほしいかのご意見もお待ちしております。 

ご連絡は事務局までお願いします。 

 
 
 

日理工通信 第１４号 ⦿発 行 元：日本理学療法器材工業会 

⦿発 行 日：2025 年 8 月 7 日 

⦿発行責任者：広報委員長 大島 直樹 

副委員長 中川  善貴 

⦿事 務 局：〒113-0033 

東京都文京区本郷 2-22-1 Y ビル 3 階 

                        TEL：03-3811-8200 FAX：03-3813-7011 

                        E-mail： nichiriko@nichiriko.com 

                                         HP： http://www.nichiriko.com/ 

 

＊ここに掲載している 記事の無断複写・転載を禁じます。

 

mailto:nichiriko@nichiriko.com
http://www.nichiriko.com/

